延原謙と同仁会医療班中国派遣 by 中西 裕 & 昭和女子大学文化創造学科
延
原
謙
と
同
仁
会
医
療
班
中
国
派
遣
中
西
裕
雑
誌
『
新
青
年
』
で
三
代
目
の
編
集
長
を
務
め
、
英
米
推
理
小
説
翻
訳
家
と
し
て
活
躍
し
た
延
原
謙
は
翻
訳
の
仕
事
を
辞
め
て
昭
和
一
四
年
に
中
国
に
渡
っ
た
と
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
一
三
年
に
は
す
で
に
彼
地
に
あ
っ
た
と
の
証
言
が
あ
る
。
ま
た
中
国
に
渡
っ
た
事
情
に
つ
い
て
も
不
明
の
点
が
多
か
っ
た １
。
こ
こ
で
は
そ
の
後
判
明
し
た
こ
と
を
紹
介
し
、
中
国
滞
在
の
事
情
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
１
一
般
に
、
延
原
は
昭
和
一
四
年
に
中
国
に
渡
り
、
江
蘇
省
江
都
県
揚
州
福
寿
庭
九
号
で
貿
易
店
福
寿
洋
行
と
映
画
館
南
京
大
戯
院
を
経
営
し
た
と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
義
兄
で
あ
る
岸
田
國
士
が
残
し
た
記
録
に
よ
れ
ば
、
そ
の
前
年
に
延
原
が
中
国
に
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
國
士
は
昭
和
一
三
年
一
〇
月
二
〇
日
か
ら
三
〇
日
ま
で
内
閣
情
報
部
お
よ
び
陸
軍
省
の
委
嘱
で
中
支
戦
線
を
め
ぐ
り
、
視
察
記
録
を
『
文
藝
春
秋
』
に
載
せ
た
。
そ
れ
を
ま
と
め
た
『
従
軍
五
十
日
』
の
中
に
次
の
一
節
が
あ
る
。
博
多
か
ら
飛
行
機
で
三
時
間
か
け
て
上
海
に
着
い
た
場
面
で
あ
る
。
さ
て
、
着
陸
場
に
は
軍
報
道
部
の
馬
淵
中
佐
を
は
じ
め
、
中
山
省
三
郎
、
火
野
葦
平
両
氏
、
義
弟
の
延
原
謙
な
ど
の
顔
が
見
え
た
。
延
原
の
勤
務
し
て
ゐ
る
同
仁
会
の
診
療
班
長
、
瀬
尾
博
士
に
も
敬
意
を
表
す
る
こ
と
が
で
き
た ２
。
こ
の
と
き
、
國
士
は
腫
物
が
出
来
て
難
渋
し
て
お
り
、
そ
の
手
当
て
を
受
け
た
。
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
宿
へ
外
科
専
門
の
瀬
尾
博
士
が
寄
つ
て
下
さ
つ
た
の
を
幸
ひ
、
そ
の
自
動
車
で
一
緒
に
南
市
の
同
仁
会
病
院
へ
連
れ
て
行
つ
て
も
ら
つ
た
。
こ
れ
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
軍
と
外
務
省
の
協
力
の
も
と
に
、
支
那
難
民
の
診
療
救
済
を
目
的
に
作
ら
れ
て
ゐ
る
臨
時
の
施
設
で
あ
る
。
／
私
は
、
有
難
く
、
友
邦
の
難
民
諸
君
に
混
つ
て
、
博
士
の
懇
切
な
手
当
を
受
け
た
。
こ
れ
は
余
談
だ
が
、
病
院
の
廊
下
、
各
科
の
診
察
室
に
は
、
老
若
男
女
の
患
者
が
あ
ふ
れ
て
ゐ
た
。
延
原
の
説
明
に
従
へ
ば
、
患
者
の
数
は
日
増
し
に
殖
え
、
し
か
も
、
そ
の
階
級
層
、
疾
患
の
種
類
が
目
に
見
え
て
拡
大
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
最
初
は
極
貧
の
も
の
し
か
集
ま
ら
な
か
つ
た
の
を
、
近
頃
で
は
、
宣
伝
が
行
き
亘
り
、
信
用
が
つ
き
、
外
国
の
類
似
の
病
院
よ
り
は
一
歩
進
ん
だ
も
の
だ
と
わ
か
る
と
、
そ
ろ
そ
ろ
、
金
を
払
は
せ
て
も
よ
さ
ゝ
う
な
手
合
が
や
つ
て
来
る
や
う
に
な
つ
た
さ
う
で
あ
る ３
。
［
引
用
者
注
／
は
原
文
で
の
改
行
を
示
す
］
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学
苑
文
化
創
造
学
科
紀
要
第
八
五
三
号
四
一
～
五
二
（
二
〇
一
一
一
一
）
後
日
、
視
察
を
終
え
て
上
海
に
戻
っ
た
時
の
こ
と
も
再
び
筆
に
さ
れ
て
い
る
。
汽
車
か
ら
降
り
る
と
、
私
は
重
い
リ
ユ
ッ
ク
を
背
負
ひ
、
両
手
に
若
干
の
荷
物
を
提
げ
て
長
い
ガ
ー
ド
を
渡
つ
た
。
人
混
み
の
な
か
で
、
義
弟
の
延
原
が
私
を
探
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
で
助
か
つ
た
。
／
［
略
］
私
も
さ
す
が
に
疲
れ
を
覚
え
て
、
街
を
歩
く
の
さ
へ
億
劫
で
あ
つ
た
。
憲
兵
隊
の
通
訳
を
し
て
ゐ
る
私
の
教
へ
子
、
明
治
大
学
文
藝
科
の
卒
業
生
山
崎
晴
一
君
の
と
こ
ろ
へ
電
話
を
か
け
る
と
、
早
速
飛
ん
で
来
て
く
れ
た
。
／
こ
の
前
寄
つ
た
時
に
は
充
分
時
間
を
割
く
こ
と
が
で
き
ず
、
ゆ
つ
く
り
話
す
暇
も
な
か
つ
た
の
で
、
何
処
か
で
飯
で
も
食
ひ
な
が
ら
彼
の
手
柄
話
で
も
聞
か
う
と
思
つ
た
。
／
同
仁
会
病
院
と
憲
兵
隊
、
こ
の
二
つ
の
日
本
の
姿
を
私
は
上
海
と
い
ふ
都
会
の
な
か
に
描
い
て
み
る
。
例
へ
ば
、
外
国
租
界
に
巣
ふ
抗
日
テ
ロ
リ
ス
ト
の
眼
が
何
に
向
け
ら
れ
て
ゐ
る
か
と
い
ふ
こ
と
を
想
像
す
る
だ
け
で
、
現
在
の
上
海
が
日
本
の
如
何
な
る
表
情
に
も
無
関
心
な
、
あ
る
ふ
て
ぶ
て
し
い
身
構
へ
を
示
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
気
が
す
る ４
。
以
上
の
記
述
を
見
れ
ば
、
延
原
謙
が
昭
和
一
三
年
時
点
で
中
国
に
お
り
、
し
か
も
同
仁
会
病
院
で
働
い
て
い
た
こ
と
は
動
か
せ
な
い
。
通
説
の
一
年
前
に
は
中
国
に
い
た
の
で
あ
る
。
同
仁
会
は
、
日
清
戦
争
に
勝
利
し
た
日
本
が
、
欧
米
に
伍
し
て
医
学
面
で
中
国
韓
国
に
啓
発
を
行
う
べ
き
だ
と
の
機
運
に
乗
じ
長
岡
護
美
を
初
代
会
長
と
し
て
明
治
三
五
年
六
月
一
六
日
に
設
立
さ
れ
た
。
ア
ジ
ア
諸
国
に
医
学
薬
学
お
よ
び
そ
の
技
術
を
普
及
し
、
衛
生
状
態
の
改
善
を
行
う
こ
と
が
目
的
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。
設
立
に
際
し
て
は
近
衛
篤
麿
、
北
里
柴
三
郎
、
岸
田
吟
香
ら
が
関
わ
り
、
創
立
総
会
に
は
外
務
大
臣
小
村
寿
太
郎
、
清
国
公
使
蔡
鈞
も
出
席
し
た ５
。
会
長
は
の
ち
に
大
隈
重
信
、
内
田
康
哉
、
林
權
助
、
近
衛
文
麿
と
引
き
継
が
れ
た
。
日
中
戦
争
の
時
期
に
、
こ
の
会
は
中
国
へ
の
診
療
救
護
班
派
遣
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
は
、
中
国
に
お
け
る
戦
線
拡
大
と
日
本
軍
の
占
領
地
増
大
に
と
も
な
い
、
該
地
の
移
動
診
療
救
護
を
い
か
に
す
る
か
が
課
題
と
な
っ
た
背
景
が
あ
る
。
当
時
の
事
情
は
後
に
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
占
領
地
で
移
動
診
療
救
護
を
行
っ
た
の
は
、
自
己
の
医
院
は
無
傷
で
あ
っ
た
た
め
、
日
常
の
業
務
に
戦
時
色
を
加
え
多
忙
に
活
躍
し
た
北
京
医
院
は
別
と
し
て
、
す
で
に
長
い
在
華
生
活
と
こ
の
種
の
診
療
の
経
験
を
多
分
に
持
つ
漢
口
済
南
青
島
3医
院
の
救
護
班
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
各
班
が
本
来
の
勤
務
地
に
帰
還
し
た
あ
と
を
ど
う
す
る
か
、
交
代
班
を
要
す
る
な
ら
新
班
を
ど
う
し
て
編
成
す
る
か
、
さ
ら
に
戦
線
特
に
華
中
戦
線
の
拡
大
に
対
処
す
る
方
策
な
ど
、
同
仁
会
本
部
と
し
て
は
問
題
山
積
す
る
に
至
っ
た ６
。
そ
こ
で
、
昭
和
一
三
年
三
月
二
日
、
外
務
省
文
化
事
業
部
か
ら
同
仁
会
に
対
し
て
、
「
上
海
南
京
杭
州
に
診
療
救
護
班
を
派
遣
す
る
」
こ
と
な
ど
の
要
請
が
あ
っ
た ７
。
こ
う
し
て
同
月
中
支
派
遣
第
一
診
療
救
護
班
を
南
京
に
送
っ
た
の
に
続
き
、
第
二
診
療
救
護
班
を
上
海
方
面
に
派
遣
す
る
こ
と
に
決
し
、
班
長
を
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
講
師
医
学
博
士
瀬
尾
三
に
委
嘱
し
て
次
の
命
令
を
発
し
た
。
総
発
第
二
八
五
号
昭
和
十
三
年
三
月
廿
五
日
同
仁
会
会
長
中
支
第
二
班
長
殿
一
貴
班
ハ
別
ニ
指
示
ス
ル
所
ニ
依
リ
中
支
派
遣
診
療
救
護
班
編
成
事
務
ニ
従
事
ス
ベ
シ
二
貴
班
長
ハ
来
四
月
一
日
ニ
班
員
名
簿
ヲ
提
出
ス
ベ
シ
三
貴
班
ハ
準
備
完
成
次
第
出
発
ス
ベ
シ
四
出
発
期
日
決
定
セ
バ
報
告
ス
ベ
シ
五
貴
班
ノ
診
療
救
護
期
間
ハ
昭
和
十
三
年
十
月
三
十
一
日
ト
シ
爾
後
ノ
行
動
ニ
関
シ
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テ
ハ
追
テ
指
令
ス ８
瀬
尾
博
士
を
班
長
と
し
て
任
命
し
、
診
療
救
護
班
員
の
編
成
を
命
じ
て
い
る
。
当
時
の
会
長
は
林
權
助
。
第
二
班
は
瀬
尾
班
長
の
出
身
校
慶
應
義
塾
大
学
出
身
者
を
主
と
し
て
編
成
さ
れ
た ９
。
同
じ
林
会
長
は
翌
月
に
は
次
の
ご
と
く
陸
海
軍
大
臣
に
対
し
協
力
依
頼
を
し
た
。
総
発
第
三
三
〇
号
昭
和
十
三
年
四
月
十
八
日
同
仁
会
会
長
林
權
助
陸海
軍
大
臣
宛
診
療
救
護
班
派
遣
ニ
付
依
頼
ノ
件
中
支
派
遣
第
一
診
療
救
護
班
ニ
関
シ
テ
ハ
曩
ニ
御
高
配
ヲ
蒙
リ
既
ニ
南
京
方
面
ニ
出
動
致
居
候
処
今
般
更
ニ
第
二
、
第
三
診
療
救
護
班
別
紙
名
簿
ノ
通
編
成
左
記
ニ
依
リ
出
発
ノ
予
定
ニ
有
之
候
ニ
就
テ
ハ
輸
送
並
業
務
遂
行
ニ
関
シ
指
導
並
ニ
便
宜
供
与
方
可
然
御
高
配
被
成
下
度
此
段
懇
願
仕
候
記
中
支
派
遣
第
二
診
療
救
護
班
名
簿
別
紙
ノ
通
（
略
）
出
発
期
日
昭
和
十
三
年
五
月
五
日
東
京
駅
発
同
同
七
日
長
崎
出
帆
先
発
者
班
長
瀬
尾
三
事
務
員
延
原
謙
事
務
員
大
山
正
一
運
転
手
茂
木
松
雄
先
発
者
出
発
昭
和
十
三
年
四
月
二
十
六
日
東
京
駅
発
同
同
二
十
八
日
長
崎
出
帆

第
一
診
療
班
は
す
で
に
南
京
に
派
遣
し
て
い
た
。
そ
れ
に
続
き
、
今
回
第
二
（
結
果
と
し
て
上
海
）
第
三
診
療
班
（
同
じ
く
石
家
荘
）
を
同
時
に
派
遣
す
る
こ
と
と
し
、
参
加
者
の
名
簿
を
付
し
て
、
輸
送
な
ど
に
つ
き
便
宜
供
与
の
要
請
を
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
。こ
れ
に
対
す
る
了
解
の
回
答
が
海
軍
次
官
か
ら
あ
っ
た
。
官
房
第
二
一
三
四
号
昭
和
十
三
年
四
月
二
十
二
日
海
軍
次
官
山
本
五
十
六
同
仁
会
々
長
男
爵
林
權
助
殿
中
支
及
北
支
方
面
ニ
診
療
救
護
班
派
遣
ノ
件
回
答
総
発
第
三
三
〇
号
来
照
首
題
ノ
件
関
係
海
軍
官
憲
ニ
通
知
致
置
候
条
了
知
相
成
度

先
に
引
用
し
た
史
料
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
延
原
謙
は
同
仁
会
第
二
診
療
救
護
班
に
一
事
務
員
と
し
て
参
加
し
て
お
り
、
し
か
も
先
発
者
と
し
て
名
前
が
挙
が
っ
て
い
た
。
先
発
者
は
予
定
通
り
四
月
二
八
日
長
崎
丸
で
出
港
し
た
。
延
原
も
こ
の
日
に
先
発
し
、
翌
日
上
海
に
上
陸
し
た
の
で
あ
る
。
第
二
班
は
当
初
杭
州
に
赴
く
は
ず
だ
っ
た
が
、
上
海
で
勤
務
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
杭
州
派
遣
は
当
局
の
当
初
の
狙
い
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
第
二
班
に
つ
い
て
「
本
月
二
十
八
日
長
崎
発
杭
州
方
面
ニ
於
テ
活
躍
ス
ル
予
定
」
だ
と
、
会
長
か
ら
の
陸
海
軍
大
臣
宛
四
月
八
日
付
依
頼
に
は
記
載
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
同
月
二
四
日
付
で
「
状
況
の
変
化
」
に
よ
り
、
「
上
海
及
其
の
附
近
」
に
変
更
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
第
三
班
も
杭
州
を
改
め
て
、
石
家
荘
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
第
二
班
の
名
簿
は
『
同
仁
会
四
十
年
史
』
に
よ
る
と
、
班
長
瀬
尾
、
医
員
中
村
勝
以
下
一
〇
名
、
薬
局
長
田
邊
定
吉
、
調
剤
員
多
田
新
次
郎
、
事
務
長
米
倉
又
記
、
事
務
員
は
延
原
以
下
三
名
、
看
護
婦
長
古
川
の
ぶ
、
看
護
婦
石
倉
壽
子
以
下
一
三
名
、
助
産
婦
井
川
て
る
、
運
転
手
茂
木
松
雄
の
総
勢
三
三
名
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
班
長
、
医
員
、
薬
局
長
、
調
剤
員
が
奏
任
官
待
遇
、
事
務
長
、
事
務
員
、
看
護
婦
長
が
判
任
官
待
遇
、
看
護
婦
、
助
産
婦
、
運
転
手
が
傭
人
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
延
原
は
判
任
官
待
遇
＝
下
級
官
吏
の
扱
い
で
あ
っ
た
。
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こ
う
し
て
中
国
に
赴
く
班
員
の
留
守
宅
一
覧
が
同
仁
会
の
機
関
誌
『
同
仁
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
延
原
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
延
原
謙
延
原
克
子
中
野
区
本
町
通
二
丁
目
二
五

延
原
の
中
国
派
遣
の
際
、
克
子
夫
人
は
日
本
に
留
ま
っ
て
お
り
、
短
期
の
予
定
で
の
単
独
渡
航
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
五
月
八
日
後
発
部
隊
も
上
海
に
到
着
、
診
療
の
準
備
が
行
わ
れ
た
。
十
日
か
ら
［
上
海
］
南
市
の
当
班
診
療
所
及
び
郵
船
碼
頭
に
手
分
け
し
て
出
向
き
、
一
つ
は
診
療
開
始
の
準
備
、
一
つ
は
薬
剤
材
料
の
陸
揚
輸
送
に
従
事
し
、
十
五
日
に
は
一
同
本
院
に
引
移
つ
て
合
宿
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
二
十
一
日
に
は
本
院
及
び
二
分
院
を
継
承
し
て
入
院
及
外
来
患
者
の
診
療
を
続
く
る
一
方
診
療
室
の
設
備
、
宿
舎
の
設
営
［
、
］
上
下
水
道
、
便
所
、
囲
柵
の
修
理
等
狎
れ
ぬ
仕
事
に
事
務
は
勿
論
医
局
、
薬
局
、
看
護
婦
ま
で
連
日
大
童
に
な
つ
て
ゐ
る
。
「
事
務
員
」
で
あ
っ
た
延
原
は
中
心
と
な
っ
て
こ
れ
ら
の
仕
事
を
果
た
し
た
こ
と
に
な
る
。
五
月
一
九
日
か
ら
診
療
が
始
ま
っ
た
。
診
療
時
間
は
午
前
八
時
半
か
ら
午
後
三
時
ま
で
と
し
、
午
前
中
は
一
般
診
療
、
午
後
は
手
術
、
処
置
、
入
院
患
者
の
診
療
に
充
て
た
。
岸
田
國
士
の
代
表
作
『
暖
流
』
の
主
人
公
で
あ
る
病
院
事
務
長
の
モ
デ
ル
は
延
原
で
は
な
い
か
と
、
延
原
の
姪
に
あ
た
る
成
井
や
さ
子
は
語
っ
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
語
ら
れ
て
い
な
い
が
、
延
原
が
診
療
救
護
班
で
事
務
に
携
わ
っ
た
こ
と
を
知
る
と
、
な
る
ほ
ど
と
思
わ
れ
て
く
る
。
第
二
班
は
上
海
で
活
動
を
行
っ
た
が
、
時
に
応
じ
て
分
班
を
開
設
し
、
例
え
ば
次
の
例
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
移
動
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
た
。
十
月
四
日
か
ら
浦
東
昌
路
に
開
設
し
て
ゐ
た
分
班
は
更
に
元
督
弁
市
政
公
署
警
察
本
局
跡
に
移
転
す
る
こ
と
ゝ
な
り
、
目
下
準
備
中
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
始
ま
っ
た
診
療
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
た
ど
っ
た
の
か
は
知
る
よ
し
も
な
い
が
、
第
二
診
療
班
長
瀬
尾
博
士
を
は
じ
め
と
す
る
各
医
師
に
よ
る
昭
和
一
三
年
七
月
三
一
日
付
の
業
務
報
告
に
は
そ
の
概
要
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
本
院
お
よ
び
分
院
に
お
い
て
診
療
業
務
に
従
事
す
る
ほ
か
に
六
月
中
は
コ
レ
ラ
予
防
注
射
班
を
組
織
し
て
防
疫
業
務
に
従
事
し
た
。
診
療
業
務
に
つ
い
て
言
え
ば
、
「
七
月
に
入
り
て
益
々
一
般
民
衆
の
間
に
好
評
を
博
せ
る
も
の
ゝ
如
く
、
来
院
患
者
日
に

多
き
を
加
へ
て
一
日
七
百
名
を
越
ゆ
る
こ
と
も
珍
し
か
ら
ず
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
主
と
し
て
難
民
に
対
し
て
無
料
で
の
診
療
を
行
う
こ
と
を
使
命
と
し
て
活
動
し
て
ゆ
く
中
で
、
次
第
に
診
療
を
受
け
る
者
が
増
え
、
富
裕
層
か
ら
は
料
金
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。
五
月
二
〇
日
に
租
界
に
お
い
て
こ
の
年
初
め
て
の
コ
レ
ラ
患
者
二
名
が
発
生
。
診
療
班
は
医
師
お
よ
び
看
護
婦
を
派
遣
し
て
患
者
の
収
容
や
付
近
住
民
へ
の
予
防
接
種
を
行
い
、
臨
時
防
疫
班
五
班
を
編
成
し
て
巡
回
さ
せ
、
臨
時
隔
離
病
舎
を
設
け
て
患
者
を
収
容
治
療
し
た
が
、
七
月
ま
で
に
は
防
疫
業
務
は
同
仁
会
華
中
防
疫
部
に
引
き
継
が
れ
た
。
コ
レ
ラ
予
防
注
射
の
実
施
数
は
五
月
以
降
の
累
計
で
、
一
一
二
、
二
四
三
名
に
の
ぼ
っ
た
。
接
種
に
つ
い
て
は
現
地
民
の
間
に
、
「
注
射
に
依
り
て
男
女
共
断
種
さ
れ
る
と
か
、
三
年
又
は
十
年
後
に
死
亡
す
る
と
か
」
と
い
っ
た
デ
マ
が
流
れ
た
と
い
う
	。
ち
な
み
に
上
海
の
患
者
数
は
八
月
二
〇
日
付
で
、
七
、
〇
五
四
人
、
死
者
二
、
三
九
三
名
と
の
数
字
が
出
て
い
る

。
最
終
的
に
こ
の
期
の
コ
レ
ラ
患
者
は
二
万
を
越
え
た
と
い
う
数
字
も
あ
る
。
『
同
仁
会
四
十
年
史
』
に
年
度
ご
と
の
診
療
患
者
数
の
数
値
が
挙
が
っ
て
い
る
。
昭
―44―
和
一
三
年
度
の
数
値
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
外
来有
料
無
料
中
日
外
中
日
外



一
三
三
，
九
五
〇
四
，
八
〇
五

入
院
中
日
外
二
五
〇
二

［
引
用
者
注
中
は
中
国
人
／
日
は
日
本
人
／
外
は
外
国
人
］
診
療
面
で
も
防
疫
面
で
も
成
果
を
挙
げ
る
中
、
事
務
部
門
は
事
務
長
を
含
め
四
名
し
か
い
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
の
一
員
の
延
原
も
多
忙
を
極
め
て
い
た
だ
ろ
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
延
原
に
関
す
る
具
体
的
な
事
実
は
何
も
記
録
と
し
て
残
っ
て
い
な
い
。
2こ
の
よ
う
に
活
動
し
て
き
た
上
海
診
療
班
は
当
初
の
予
定
よ
り
は
長
く
、
約
八
カ
月
の
活
動
を
終
え
、
一
二
月
一
七
日
同
仁
会
中
支
防
疫
部
特
殊
診
療
班
（
班
長
澤
純
三
）
に
引
き
継
ぎ
、
一
二
月
二
六
日
上
海
を
出
帆
し
、
二
九
日
に
「
内
地
に
帰
還
」
し
た
。
そ
の
こ
と
は
機
関
誌
『
同
仁
』
の
記
事
で
も
確
認
で
き
る
。
（
五
）
上
海
診
療
班
班
長
瀬
尾
三
博
士
始
め
全
員
は
既
報
の
通
り
旧
朧
二
十
六
日
上
海
を
出
発
し
、
二
十
九
日
東
京
に
帰
還
し
、
中
支
防
疫
部
診
療
班
か
ら
班
長
澤
純
三
博
士
外
二
十
一
名
が
業
務
を
継
承
応
援
し
て
ゐ
る
。
こ
の
記
事
で
見
る
と
、
全
員
が
一
二
月
二
九
日
に
東
京
に
帰
還
し
て
い
る
も
の
と
読
め
る
。
実
際
に
は
副
班
長
格
の
中
村
勝
医
師
が
腸
チ
フ
ス
に
罹
患
し
、
帰
国
直
前
の
一
二
月
二
三
日
午
前
に
逝
去
し
て
い
た
。
し
か
し
中
村
医
師
以
外
は
全
員
同
時
に
帰
国
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
よ
り
正
確
な
情
報
を
探
し
て
み
る
。「
同
仁
会
日
誌
」
が
『
同
仁
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
一
二
月
二
六
日
の
条
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。
第
二
診
療
班
瀬
尾
班
長
以
下
二
十
八
名
及
故
中
村
医
員
遺
骨
同
夫
人
本
日
上
海
発
の
大
洋
丸
に
て
帰
還
の
途
に
就
く

同
じ
く
二
九
日
の
条
に
は
、
第
二
診
療
班
瀬
尾
班
長
以
下
十
八
名
及
故
中
村
医
員
遺
骨
同
夫
人
午
前
九
時
三
十
分
東
京
駅
著
、
宮
城
遙
拝
の
後
本
部
に
帰
還
林
会
長
（
宮
川
副
会
長
、
田
邊
理
事
、
井
上
理
事
列
席
）
に
班
長
よ
り
帰
還
の
報
告
を
な
し
林
会
長
よ
り
今
回
皇
太
后
陛
下
よ
り
の
難
有
き
御
沙
汰
を
伝
達
せ
ら
れ
次
で
慰
労
の
辞
あ
り
。
と
あ
る
。
二
九
日
の
条
の
「
十
八
名
」
は
「
二
十
八
名
」
の
誤
植
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
出
発
時
に
三
三
名
だ
っ
た
の
と
比
べ
れ
ば
、
五
人
が
足
り
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
の
う
ち
中
村
医
師
は
急
逝
、
西
原
敏
男
は
一
一
月
に
、
大
竹
巖
は
一
二
月
に
退
職
し
て
い
る
。
ま
た
、
瀬
尾
班
長
以
下
の
「
依
願
免
本
職
」
の
辞
令
が
翌
一
四
年
一
月
二
五
日
付
で
出
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
派
遣
さ
れ
た
中
で
医
師
の
西
原
敏
男
、
大
竹
巖
、
逝
去
し
た
中
村
勝
、
薬
局
長
の
田
邊
定
吉
、
看
護
婦
の
高
橋
マ
ツ
の
名
が
こ
の
辞
令
の
中
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
と
な
れ
ば
、
二
八
名
と
は
派
遣
さ
れ
た
三
三
名
の
う
ち
こ
の
五
名
を
除
い
た
全
員
と
な
る
。
一
月
二
五
日
付
辞
令
に
延
原
謙
の
名
も
あ
り
、
正
式
に
彼
が
同
仁
会
を
辞
す
る
の
は
こ
の
日
付
で
あ
る
	。
延
原
謙
は
一
四
年
に
は
中
国
で
貿
易
業
お
よ
び
映
画
館
を
営
む
こ
と
に
な
る
の
で
、
帰
国
せ
ず
残
留
し
た
可
能
性
が
あ
る
か
と
も
考
え
た
が
、
二
八
名
の
中
に
含
ま
れ
る
こ
―45―
と
が
確
実
で
、
帰
国
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
帰
国
に
つ
い
て
は
も
う
ひ
と
つ
の
証
拠
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
延
原
は
帰
京
し
た
翌
日
に
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
に
出
演
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ド
ラ
マ
と
は
Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｋ
か
ら
昭
和
一
三
年
一
二
月
三
〇
日
に
放
送
さ
れ
た
小
栗
虫
太
郎
作
「
探
偵
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
赤
馬
旅
館
」
で
あ
る
。
実
際
に
出
演
し
た
配
役
が
記
録
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
役
柄
と
と
も
に
記
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ
江
戸
川
乱
歩
助
手
ウ
ォ
ト
ス
ン
及
び
カ
ー
ミ
ハ
エ
ル
水
谷
準
ア
ン
ウ
イ
ン
ス
ロ
ー
プ
勝
伸
枝
駅
馬
車
の
馭
者
城
昌
幸
村
の
牧
師
小
栗
虫
太
郎
カ
ム
デ
ン
大
下
宇
陀
児
女
房
マ
ー
サ
海
野
十
三
の
悴
フ
ィ
ル
蘭
郁
二
郎
従
僕
グ
レ
ン
延
原
謙
解
説
木
々
高
太
郎
演
出
久
生
十
蘭

当
時
の
推
理
小
説
界
の
ス
タ
ー
が
名
を
連
ね
た
豪
華
な
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
当
初
は
解
説
者
が
甲
賀
三
郎
、
村
の
牧
師
木
々
高
太
郎
、
カ
ー
ミ
ハ
エ
ル
渡
邊
啓
助
と
な
っ
て
い
た
。
乱
歩
は
自
身
に
関
す
る
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
で
あ
る
『
貼
雑
年
譜
』
に
『
報
知
新
聞
』
と
『
都
新
聞
』
の
二
紙
の
切
り
抜
き
を
貼
付
し
た
う
え
に
、「
甲
賀
君
ハ
役
不
足
デ
当
夜
ニ
ナ
ツ
テ
出
席
シ
ナ
カ
ツ
タ
」
と
書
き
込
ん
で
い
る
。
延
原
が
三
〇
日
に
ラ
ジ
オ
番
組
に
出
演
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
前
に
帰
国
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
逆
に
、
帰
京
し
た
翌
日
に
い
き
な
り
出
演
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
か
と
の
疑
問
を
起
こ
さ
せ
る
。
し
か
し
、
当
日
に
な
っ
て
出
演
者
が
変
わ
っ
た
と
い
う
ご
た
ご
た
を
見
る
と
、
帰
国
早
々
で
も
出
演
は
可
能
だ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
し
て
や
延
原
の
せ
り
ふ
は
ほ
ん
の
一
言
で
あ
る
。
帰
国
の
情
報
を
い
ち
早
く
つ
か
ん
で
ラ
ジ
オ
出
演
に
誘
っ
た
人
物
乱
歩
か
の
判
断
と
報
道
へ
の
情
報
伝
達
が
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
延
原
の
帰
京
が
二
九
日
で
あ
っ
て
も
長
崎
に
は
二
七
日
に
着
い
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
乱
歩
の
『
貼
雑
年
譜
』
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
さ
れ
た
両
紙
に
は
本
読
み
に
集
ま
っ
た
出
演
者
一
同
の
同
一
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
『
報
知
新
聞
』
に
は
勝
、
水
谷
、
城
、
小
栗
、
乱
歩
、
蘭
、
久
生
、
大
下
、
渡
邊
、
海
野
が
写
っ
て
い
る
。
『
都
新
聞
』
も
同
じ
写
真
だ
が
、
甲
賀
、
木
々
の
二
人
の
写
真
が
嵌
め
込
ま
れ
て
い
る
。
写
っ
て
い
る
う
ち
の
渡
邊
啓
助
は
結
果
と
し
て
ド
ラ
マ
に
出
演
せ
ず
、
写
っ
て
い
な
い
延
原
謙
は
逆
に
出
演
し
た
。
渡
邊
啓
助
が
演
じ
る
は
ず
だ
っ
た
役
は
水
谷
準
が
兼
ね
た
。
延
原
が
演
じ
た
役
は
乱
歩
の
記
録
で
も
当
初
か
ら
延
原
の
名
に
な
っ
て
い
る
が
、
彼
の
出
演
を
企
画
当
初
か
ら
予
定
し
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
は
じ
め
は
別
人
が
演
じ
る
は
ず
だ
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
延
原
は
さ
す
が
に
本
読
み
に
は
参
加
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
3同
仁
会
が
中
国
で
行
っ
た
こ
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
同
仁
会
の
性
格
お
よ
び
活
動
に
つ
い
て
は
毀
誉
褒
貶
、
さ
ま
ざ
ま
な
評
価
が
あ
る
。
昭
和
一
三
年
四
月
二
二
日
、
第
二
診
療
救
護
班
が
結
成
さ
れ
た
祝
の
会
に
お
い
て
林
權
助
会
長
、
宮
川
米
次
副
会
長
が
無
難
な
挨
拶
を
す
る
中
、
外
務
省
文
化
事
業
部
長
蜂
谷
輝
雄
は
訓
辞
で
次
の
よ
う
に
述
べ
―46―
て
い
る
。諸
君
は
此
の
度
支
那
に
渡
つ
て
診
療
救
護
の
事
業
に
従
事
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
是
は
吾
が
日
本
の
国
策
遂
行
を
側
面
的
に
援
助
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
吾
々
外
務
当
局
と
し
て
厚
く
御
礼
を
申
す
次
第
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
国
策
遂
行
の
援
助
だ
と
は
っ
き
り
と
書
か
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
同
じ
号
の
『
同
仁
』
の
編
輯
後
記
に
は
、
「
吾
が
同
仁
会
亦
此
の
聖
戦
に
参
加
し
て
、
宣
撫
事
業
の
一
端
に
携
は
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
何
た
る
欣
快
、
何
た
る
光
栄
で
あ
ら
う
か
。」
と
い
っ
た
文
言
が
並
ぶ
。
結
団
式
に
列
席
し
た
医
療
部
隊
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
「
男
は
紺
戦
闘
帽
に
ベ
ル
ト
つ
き
の
紺
背
広
服
又
は
詰
襟
、
女
は
紺
サ
ー
ジ
の
そ
れ
ぞ
れ
颯
爽
た
る
制
服
姿
で
若
き
闘
士
達
の
意
気
は
軒
昂
た
る
も
の
が
あ
る
」
と
新
聞
記
事
で
評
さ
れ
て
も
い
る
。
支
那
事
変
一
周
年
紀
念
日
の
診
療
班
行
動
は
、
毎
日
行
ふ
ラ
ヂ
オ
体
操
の
前
に
皇
居
を
遙
拝
し
、
次
い
で
戦
歿
し
た
勇
士
の
霊
に
一
分
間
の
黙
を
捧
げ
、
全
班
員
分
に
応
じ
て
醵
金
し
、
軍
恤
兵
に
献
金
し
て
平
常
の
庇
護
に
対
す
る
感
謝
の
微
意
を
表
し
た
。
と
記
さ
れ
、
戦
時
体
制
下
の
実
状
を
伝
え
て
い
る
。
同
仁
会
が
中
国
で
行
っ
た
医
療
は
評
価
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
時
あ
た
か
も
中
国
で
は
コ
レ
ラ
が
猖
獗
を
極
め
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
防
疫
に
同
仁
会
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
も
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
状
況
を
視
察
し
た
同
仁
会
副
会
長
帝
大
伝
研
所
長
官
宮
川
米
次
博
士
は
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
で
い
さ
さ
か
誇
張
に
過
ぎ
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
記
事
の
見
出
し
は
「
支
那
軍
の
捨
鉢
抗
日
細
菌
戦
術
を
暴
く
伝
研
宮
川
博
士
の
視
察
談
」
で
あ
る
。
我
軍
最
前
線
の
直
後
に
あ
つ
て
親
し
く
防
疫
診
療
に
従
事
し
て
見
て
始
め
て
恐
る
べ
き
敵
の
「
細
菌
戦
術
」
を
知
つ
た
、
こ
の
夏
中
前
線
に
非
常
な
勢
ひ
で
発
生
し
た
コ
レ
ラ
は
細
菌
学
的
に
見
て
も
又
実
際
流
行
の
経
過
を
調
べ
て
も
明
ら
か
に
敵
が
故
意
に
コ
レ
ラ
菌
を
バ
ラ
撒
い
た
も
の
で
、
自
然
に
発
生
し
た
も
の
で
は
な
い
、
ま
く
わ
瓜
に
コ
レ
ラ
菌
を
植
つ
け
た
り
、
野
菜
畑
や
井
戸
に
ふ
り
撒
い
た
り
甚
だ
し
い
の
は
無
智
な
農
民
の
腕
に
コ
レ
ラ
菌
を
う
ち
込
ん
だ
り
し
て
ゐ
る
有
様
だ

一
方
、
岸
田
國
士
の
視
点
は
は
る
か
に
冷
静
で
あ
る
。
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
従
軍
報
告
に
次
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
日
本
は
外
務
省
の
手
で
同
仁
会
病
院
を
経
営
し
、
上
海
に
は
自
然
科
学
研
究
所
と
い
ふ
堂
々
た
る
学
術
の
殿
堂
を
築
い
た
と
い
ふ
か
も
知
れ
ぬ
が
こ
れ
を
宣
伝
の
側
か
ら
み
れ
ば
例
に
よ
つ
て
露
骨
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
何
故
に
、
日
本
人
は
「
日
本
の
た
め
に
」
と
い
ふ
看
板
が
外
せ
な
い
の
で
あ
ら
う
か
？
	
上
海
の
同
仁
会
上
海
慈
恵
医
院
を
訪
れ
た
作
家
久
米
正
雄
は
次
の
よ
う
に
書
い
た
。
こ
ゝ
は
対
支
文
化
事
業
部
内
に
あ
る
同
仁
会
が
、
軍
の
特
務
部
と
連
絡
し
て
主
と
し
て
難
民
の
防
疫
と
診
療
を
目
的
と
し
て
、
偉
大
な
る
日
支
の
楔
と
な
り
、
実
質
上
の
宣
撫
を
行
ふ
た
め
に
、
派
遣
さ
れ
た
文
化
部
隊
だ

。
無
邪
気
に
使
わ
れ
た
「
宣
撫
」
な
る
こ
と
ば
が
実
態
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
な
お
、
久
米
は
延
原
謙
と
も
相
知
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
作
家
だ
が
、
こ
の
文
章
で
は
ま
っ
た
く
そ
の
こ
と
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
第
二
診
療
班
員
で
あ
っ
た
医
師
西
原
敏
男
は
、
「
今
回
の
聖
戦
の
目
的
は
、
々
声
明
さ
れ
た
如
く
、
抗
日
政
権
排
日
軍
閥
の
清
掃
に
あ
つ
て
、
支
那
民
族
と
の
相
剋
で
―47―
は
な
い
。
之
等
愛
す
可
き
民
族
を
指
導
向
上
せ
し
め
、
東
洋
永
遠
の
平
和
を
建
設
す
る
に
あ
る
。
」
と
書
い
て
い
る
。
当
時
の
平
均
的
な
言
挙
げ
で
あ
ろ
う
が
、
今
日
の
眼
か
ら
す
れ
ば
違
和
感
を
覚
え
ざ
る
を
え
な
い
。
派
遣
に
か
か
る
費
用
が
国
費
に
よ
っ
て
い
た
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。
次
に
掲
げ
る
同
仁
会
副
会
長
の
発
言
が
実
証
し
て
い
る
。
同
仁
会
は
財
団
法
人
で
あ
り
ま
し
て
、
外
務
省
の
文
化
事
業
部
の
補
助
団
体
に
な
つ
て
居
り
ま
す
。
即
ち
外
務
省
の
文
化
工
作
の
一
部
分
を
支
那
に
於
て
す
る
と
云
ふ
建
立
［
マ
マ
］
で
、
外
務
省
か
ら
多
額
の
補
助
金
を
得
て
働
い
て
ゐ
る
団
体
で
あ
り
ま
す
。
今
回
の
診
療
班
及
び
防
疫
班
の
事
業
の
如
き
は
殆
ど
外
務
省
の
お
金
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
官
金
を
頂
戴
致
し
ま
し
て
働
い
て
居
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
現
在
に
於
き
ま
し
て
は
丁
度
お
上
の
仕
事
を
し
て
ゐ
る
や
う
な
具
合
に
な
つ
て
居
り
ま
す
が
、
之
は
相
手
が
全
く
難
民
で
あ
り
ま
す
の
で
、
収
入
を
図
る
こ
と
が
出
来
な
い
関
係
で
あ
り
ま
す
。
同
仁
会
の
評
価
に
つ
い
て
は
丁
蕾
「
近
代
日
本
の
対
中
医
療
文
化
活
動
同
仁
会
研
究
」
一
四
が
詳
し
い
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
「
侵
略
に
加
担
す
る
意
識
が
一
切
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
看
過
さ
ら
に
は
次
第
に
関
与
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
彼
ら
が
尽
力
し
た
第
二
［
欧
米
文
化
事
業
へ
の
対
抗
］
第
三
［
日
本
の
近
代
医
療
医
学
の
普
及
］
の
役
割
ま
で
お
よ
そ
無
意
味
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
の
結
論
は
ま
こ
と
に
重
い
。
ま
た
、
同
仁
会
で
防
疫
班
防
疫
部
長
を
務
め
た
青
木
義
勇
は
次
の
よ
う
に
書
い
た
。
数
年
前
某
書
で
「
中
国
侵
略
の
医
療
的
尖
兵
の
役
割
を
果
た
し
た
同
仁
会
…
…
…
」
の
字
句
を
見
、
ま
た
別
の
書
物
で
「
第
二
の
同
仁
会
を
目
標
と
す
る
某
協
会
が
民
間
有
志
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
…
…
…
」
と
い
う
文
章
に
行
き
当
た
っ
た
時
、
「
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
局
部
的
表
面
的
観
察
だ
」
と
感
じ
た
の
が
本
書
に
と
り
か
か
っ
た
一
つ
の
動
機
で
も
あ
っ
た
が
、
日
中
戦
争
の
同
仁
会
の
足
跡
を
系
統
立
て
て
み
て
、
残
念
な
が
ら
こ
れ
に
反
証
を
呈
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
同
仁
会
の
現
地
活
動
に
は
次
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
を
各
位
の
胸
襟
に
深
く
訴
え
た
い
。
と
記
し
て
、
事
情
説
明
を
行
っ
た
あ
と
に
、
と
も
あ
れ
同
仁
会
は
、
現
地
職
員
の
善
意
は
く
ま
れ
る
こ
と
な
く
、
会
と
し
て
「
侵
略
的
軍
事
行
動
の
支
持
」
が
あ
っ
た
と
い
う
理
由
で
解
散
さ
せ
ら
れ
た
。
解
散
団
体
の
も
う
一
つ
の
類
型

主
要
役
員
構
成
か
ら
み
て
も
し
か
た
が
な
か
っ
た
が
、
右
翼
団
体
と
同
列
に
処
断
さ
れ
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
っ
た
。
同
仁
会
と
そ
の
起
原
を
と
も
に
す
る
東
亜
同
文
書
院
の
場
合
（
同
仁
会
は
や
や
遅
く
支
流
の
形
で
創
設
さ
れ
た
が
）
、
「
終
戦
時
、
準
追
放
団
体
と
し
て
文
字
通
り
石
も
て
追
わ
れ
る
ご
と
く
姿
を
消
し
は
し
た
が
…
…
」
と
、
書
か
れ
て
い
る
そ
の
「
準
追
放
」
が
、
実
に
う
ら
や
ま
し
く
感
じ
ら
れ
る
	。
言
わ
ん
と
す
る
の
は
、
現
場
で
は
善
意
で
診
療
防
疫
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
政
治
的
に
利
用
す
る
上
層
部
へ
の
不
満
と
不
信
な
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
同
仁
会
そ
の
も
の
が
当
初
か
ら
持
っ
て
い
た
性
格
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
軍
特
務
部
の
宣
撫
衛
生
業
務
を
分
類
し
て
掲
げ
た
資
料
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
医
務
主
任
軍
特
務
部
宮
本
軍
医
少
佐
の
下
に
防
疫
部
と
診
療
部
の
二
部
門
に
分
劃
さ
れ
て
ゐ
る
。
防
疫
部
は
（
一
）
特
務
機
関
及
び
各
班
の
実
施
す
る
も
の
（
二
）
右
の
最
寄
部
隊
に
依
託
す
る
も
の
（
三
）
同
仁
会
防
疫
部
に
よ
る
も
の
の
三
つ
に
分
れ
、
診
療
部
は
（
一
）
特
務
機
関
及
各
班
の
実
施
す
る
も
の
（
二
）
右
の
最
寄
部
隊
に
依
託
し
あ
る
も
の
（
三
）
同
仁
会
診
療
班
に
よ
る
も
の
（
四
）
東
本
願
寺
診
療
班
に
よ
る
も
の
の
四
つ
に
分
け
ら
れ
―48―
て
ゐ
る
。
こ
こ
で
は
こ
う
分
類
し
た
あ
と
で
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
同
仁
会
は
今
や
皇
軍
の
戦
後
工
作
の
一
パ
ー
ト
と
し
て
我
が
大
陸
政
策
の
た
め
孜
々
と
し
て
協
力
寧
日
な
き
活
躍
を
行
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
軍
特
務
部
の
宣
撫
衛
生
工
作
が
如
何
な
る
実
績
を
あ
げ
て
ゐ
る
か
は
左
に
掲
げ
る
同
仁
会
診
療
班
の
患
者
取
扱
数
表
の
一
例
を
見
れ
ば
充
分
で
あ
ら
う
。
4そ
れ
に
し
て
も
こ
の
時
期
に
な
ぜ
翻
訳
の
世
界
か
ら
延
原
謙
は
同
仁
会
の
病
院
勤
務
と
い
う
慣
れ
な
い
仕
事
に
転
身
し
た
の
か
。
英
米
推
理
小
説
の
翻
訳
に
と
っ
て
悪
い
時
代
に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
、
後
の
暗
い
時
代
を
予
見
し
て
、
い
ち
早
く
そ
の
世
界
か
ら
足
を
洗
お
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
ど
こ
か
か
ら
の
依
頼
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
。
『
新
青
年
』
で
活
躍
し
た
延
原
の
こ
と
、
同
仁
会
に
参
加
し
て
中
国
に
渡
る
と
い
う
消
息
は
読
者
に
と
っ
て
も
興
味
の
あ
る
情
報
だ
っ
た
は
ず
だ
が
、
そ
の
種
の
記
事
が
見
つ
か
ら
な
い
。
当
時
の
総
合
誌
『
改
造
』
や
『
中
央
公
論
』
に
も
同
仁
会
の
診
療
班
派
遣
や
延
原
の
同
仁
会
参
加
に
つ
い
て
触
れ
た
記
事
は
見
ら
れ
な
い
。
新
聞
記
事
に
も
な
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
翌
年
の
延
原
の
中
国
定
住
が
、
あ
と
で
引
く
よ
う
に
新
聞
記
事
と
な
っ
て
い
る
こ
と
と
比
べ
て
も
、
沈
黙
ぶ
り
が
き
わ
だ
っ
て
い
る
。
岸
田
國
士
が
書
い
た
文
章
と
同
仁
会
の
記
録
の
中
だ
け
に
し
か
消
息
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
の
は
か
な
り
奇
妙
な
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
る
で
隠
密
裏
の
行
動
の
よ
う
に
す
ら
見
え
る
。
と
は
い
え
、
延
原
の
同
仁
会
診
療
班
参
加
と
前
後
す
る
も
の
の
、
『
新
青
年
』
の
編
集
後
記
に
「
外
国
の
雑
誌
や
新
刊
書
の
輸
入
が
制
限
さ
れ
る
や
う
に
な
つ
て
か
ら
、
小
説
類
の
方
面
は
す
つ
か
り
淋
し
く
な
り
、
殊
に
探
偵
小
説
の
愛
好
家
に
と
つ
て
は
何
と
も
は
や
、
云
ひ
や
う
な
き
苦
難
の
時
代
が
や
つ
て
来
た
わ
け
で
あ
る
。
併
し
、
こ
れ
も
御
国
の
た
め
、
勿
論
わ
れ

は
自
制
し
て
出
来
る
だ
け
そ
の
許
さ
れ
た
範
囲
内
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
や
う
努
力
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」
と
い
っ
た
文
言
が
見
ら
れ
、
本
職
の
翻
訳
仕
事
の
将
来
に
不
安
を
感
じ
た
と
し
て
も
無
理
は
な
い
。
翌
昭
和
一
四
年
に
延
原
は
中
国
に
定
住
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
き
っ
か
け
と
し
て
は
、
「
長
兄
［
岸
田
國
士
］
が
昭
和
一
三
年
に
内
閣
情
報
部
及
び
陸
軍
省
の
委
嘱
で
中
支
戦
線
の
視
察
に
赴
き
、
揚
州
辺
に
駐
屯
の
日
本
軍
人
が
本
を
読
み
た
が
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
仲
介
役
に
適
当
な
人
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
」
延
原
が
引
き
受
け
た
と
義
姉
で
あ
る
岸
田
利
子
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
延
原
は
先
に
記
し
た
よ
う
に
國
士
に
先
ん
じ
て
こ
の
地
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
書
き
方
は
何
か
し
っ
く
り
こ
な
い
部
分
を
含
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
は
些
事
で
、
國
士
の
薦
め
に
し
た
が
っ
た
と
の
理
由
は
首
肯
で
き
る
。
ま
た
、
延
原
の
実
兄
竹
内
俊
彦
は
当
時
中
国
で
銀
行
の
支
店
長
を
務
め
て
い
た
。
そ
の
場
所
が
上
海
と
も
奉
天
と
も
言
わ
れ
て
い
て
不
明
確
で
あ
る
が
、
中
国
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
さ
ら
に
義
兄
で
あ
る
岸
田
虎
二
も
ま
た
中
国
と
の
関
係
は
深
い
。
虎
二
は
息
子
の
岸
田
森
が
、
「
カ
ウ
ボ
ー
イ
」
だ
っ
た
と
語
っ
て
い
る
よ
う
に
戦
後
は
牧
場
主
と
も
な
っ
た
よ
う
だ
が
、
「
昭
和
通
商
と
い
う
、
軍
に
い
ろ
ん
な
物
資
を
供
給
す
る
会
社
で
、
ず
っ
と
ビ
ル
マ
の
ラ
ン
グ
ー
ン
支
店
長
と
し
て
赴
任
し
て
い
ま
し
た
」
と
岸
田
森
の
兄
で
あ
る
岸
田
蕃
が
語
る
よ
う
に
、
実
業
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
人
物
、
活
躍
は
各
方
面
に
及
び
、
戦
後
は
日
本
宇
宙
旅
行
協
会
事
務
長
な
ど
も
務
め
て
い
る
	。
虎
二
は
『
新
青
年
』
誌
で
の
「
支
那
は
よ
い
と
こ
隠
れ
た
る
支
那
事
情
通
座
談
会
」
に
出
席
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る

か
ら
中
国
に
詳
し
か
っ
た
こ
と
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は
確
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
事
情
が
か
ら
み
あ
っ
て
中
国
定
住
を
決
意
し
た
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
中
国
で
あ
れ
ば
、
当
時
の
日
本
と
違
っ
て
、
欧
米
の
原
書
が
入
手
し
や
す
く
、
将
来
翻
訳
を
再
開
す
る
と
き
に
役
立
つ
と
の
期
待
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
一
三
年
に
同
仁
会
の
診
療
班
に
加
わ
っ
て
中
国
に
渡
っ
た
こ
と
を
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
。
定
住
の
た
め
に
現
地
（
と
は
言
っ
て
も
上
海
と
揚
州
と
は
離
れ
て
い
る
が
）
の
状
況
を
把
握
す
る
と
の
も
く
ろ
み
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
延
原
の
戸
籍
に
は
「
岸
田
克
子
と
婚
姻
届
出
昭
和
拾
参
年
五
月
拾
日
受
附
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
十
年
も
前
か
ら
同
棲
し
て
い
た
二
人
は
中
国
に
渡
る
直
前
に
な
っ
て
籍
を
入
れ
た
と
い
う
の
が
近
親
者
の
記
憶
で
あ
っ
た
。
中
国
に
渡
っ
た
の
が
一
四
年
だ
と
す
る
と
、
こ
れ
は
一
年
前
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
点
を
訝
し
く
思
っ
て
き
た
が
、
一
三
年
四
月
に
同
仁
会
の
上
海
診
療
班
と
し
て
す
で
に
渡
航
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
み
れ
ば
、
入
籍
は
ま
さ
に
そ
の
直
後
と
な
り
、
こ
の
点
の
事
情
も
納
得
が
い
く
。
昭
和
一
四
年
に
延
原
謙
が
再
び
中
国
に
渡
っ
た
時
期
は
、
こ
の
年
の
半
ば
頃
の
よ
う
で
、
新
聞
に
関
係
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
中
支
に
定
住
の
延
原
謙
［
略
］
こ
こ
に
大
陸
定
住
の
ト
ツ
プ
を
切
つ
た
御
仁
が
ゐ
る
。
彼
は
探
偵
作
家
の
延
原
謙
だ
。
彼
の
支
那
文
？
の
転
居
通
知
に
曰
く
「
中
支
方
面
御
視
察
等
之
場
合
者
何
卒
御
枉
駕
賜
度
交
通
者
海
南
線
鎮
江
駅
下
車
長
江
渡
江
連
絡
自
動
車
仁
天
約
三
十
分
人
情
純
樸
之
古
都
仁
天
候
。
中
支
揚
州
福
寿
庭
九
号
、
延
原
謙
、
勝
伸
枝
」
こ
の
宣
命
書
き
を
交
え
た
よ
う
な
奇
妙
な
漢
文
に
よ
る
転
居
通
知
か
ら
、
延
原
と
勝
伸
枝
＝
延
原
克
子
の
二
人
が
っ
て
こ
の
年
に
中
国
に
居
住
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
注
1
拙
著
『
ホ
ー
ム
ズ
翻
訳
へ
の
道
延
原
謙
評
伝
』
（
日
本
古
書
通
信
社
二
〇
〇
九
年
二
月
一
〇
日
）
に
お
い
て
も
曖
昧
な
記
述
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
2
岸
田
國
士
『
従
軍
五
十
日
』（
創
元
社
昭
和
一
四
年
五
月
八
日
）
八
頁
3
同
前
九
一
〇
頁
4
同
前
二
一
八
二
一
九
頁
5
大
里
浩
秋
「
同
仁
会
と
『
同
仁
』」、
大
里
浩
秋
、
孫
安
石
編
著
『
留
学
生
派
遣
か
ら
見
た
近
代
日
中
関
係
史
』（
御
茶
の
水
書
房
二
〇
〇
九
年
二
月
一
九
日
）
四
三
頁
。
同
仁
会
が
い
つ
の
時
点
で
財
団
法
人
と
な
っ
た
か
は
未
調
査
で
あ
る
が
、
昭
和
一
三
年
当
時
に
は
財
団
法
人
で
あ
る
（
宮
川
米
次
「
北
支
中
支
に
於
け
る
同
仁
会
の
診
療
班
防
疫
班
の
活
動
に
就
て
」『
同
仁
』
一
二
巻
一
二
号
昭
和
一
三
年
一
二
月
二
〇
日
四
頁
に
よ
る
）。
6
青
木
義
勇
『
同
仁
会
診
療
防
疫
班
』
長
崎
大
学
医
学
部
細
菌
学
教
室
水
曜
会
昭
和
五
〇
年
三
月
一
五
日
二
八
頁
7
同
前
二
八
頁
8
同
仁
会
編
刊
『
同
仁
会
四
十
年
史
』（
昭
和
一
八
年
六
月
一
六
日
）
三
六
六
三
六
七
頁
9
青
木
義
勇
前
掲
書
三
〇
頁
に
よ
れ
ば
、
昭
和
一
三
年
三
月
二
日
、
同
仁
会
理
事
会
に
お
い
て
「
今
後
編
成
す
る
班
は
各
大
学
医
学
部
ま
た
は
医
科
大
学
を
中
心
と
し
て
人
材
を
物
色
す
る
を
可
と
す
」
と
の
方
針
が
決
ま
っ
た
結
果
と
し
て
、
第
一
班
は
東
大
、
第
三
班
は
日
本
医
大
出
身
者
を
主
と
す
る
の
に
対
し
て
、
第
二
班
は
慶
應
義
塾
大
出
身
者
を
中
心
と
し
て
編
成
さ
れ
た
。
10
前
掲
『
同
仁
会
四
十
年
史
』
三
七
〇
三
七
一
頁
11
同
前
三
七
一
頁
12
同
前
三
六
九
、
三
七
二
頁
13
同
前
三
七
二
三
七
四
頁
14
「
○
人
事
○
中
支
派
遣
第
二
診
療
救
護
班
々
員
留
守
宅
」『
同
仁
』
一
二
巻
四
号
昭
和
一
三
年
四
月
二
〇
日
六
四
頁
15
「
同
仁
会
記
事
○
中
支
派
遣
第
二
診
療
班
」『
同
仁
』
一
二
巻
六
号
昭
和
一
三
年
六
月
二
〇
日
六
〇
頁
16
筆
者
へ
の
直
話
。
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17
「
同
仁
会
記
事
○
診
療
班
（
三
）
上
海
診
療
班
」
『
同
仁
』
一
二
巻
一
一
号
昭
和
一
三
年
一
一
月
二
〇
日
七
八
頁
18
瀬
尾
三
［
ほ
か
］
「
第
二
診
療
班
（
上
海
南
市
）
業
務
報
告
（
昭
和
十
三
年
七
月
三
十
一
日
）」『
同
仁
』
一
二
巻
八
号
昭
和
一
三
年
八
月
二
〇
日
四
三
五
九
頁
19
同
前
四
三
頁
20
前
掲
『
同
仁
会
診
療
防
疫
班
』
三
三
頁
21
前
掲
「
第
二
診
療
班
（
上
海
南
市
）
業
務
報
告
（
昭
和
十
三
年
七
月
三
十
一
日
）」
四
五

四
六
頁
22
前
掲
『
同
仁
会
診
療
防
疫
班
』
三
六
頁
23
前
掲
『
同
仁
会
四
十
年
史
』
三
八
五
頁
24
前
掲
『
同
仁
会
四
十
年
史
』
三
八
〇
頁
25
「
同
仁
会
記
事
○
診
療
班
（
五
）
上
海
診
療
班
」
『
同
仁
』
一
三
巻
一
号
昭
和
一
四
年
一
月
二
〇
日
八
二
頁
26
「
同
仁
会
日
誌
」『
同
仁
』
一
三
巻
一
号
昭
和
一
四
年
一
月
二
〇
日
八
四
頁
27
同
前
八
四
頁
ま
た
、
同
様
の
新
聞
記
事
が
、
遺
影
を
持
つ
夫
人
の
写
真
付
き
で
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
一
三
年
一
二
月
三
〇
日
一
一
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
28
「
終
戦
当
時
の
同
仁
会
現
地
機
関
職
員
録
」
の
う
ち
「
上
海
診
療
班
第
一
医
院
（
上
海
診
療
班
）
」
の
退
職
者
の
部
分
。
前
掲
『
同
仁
会
診
療
防
疫
班
』
付
録
九
頁
。
西
原
敏
男
は
『
文
藝
春
秋
』
一
六
巻
二
二
号
「
時
局
増
刊
」
一
五
（
昭
和
一
三
年
一
二
月
一
〇
日
一
六
四
一
八
五
頁
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
日
本
医
学
の
大
陸
進
出
座
談
会
」
に
出
席
し
て
お
り
、
そ
の
と
き
の
肩
書
き
で
も
「
元
上
海
診
療
班
員
」
と
な
っ
て
い
る
。
29
「
人
事
◎
辞
令
」『
同
仁
』
一
三
巻
三
号
昭
和
一
四
年
［
二
月
］
二
〇
日
五
六
頁
。
瀬
尾
班
長
以
下
医
師
は
会
長
名
で
の
辞
令
で
あ
り
、
延
原
ら
は
同
仁
会
名
の
辞
令
で
あ
る
。
ま
た
、
奏
任
官
待
遇
の
人
た
ち
に
は
会
長
名
の
辞
令
、
そ
れ
以
外
に
は
同
仁
会
名
で
の
辞
令
が
交
付
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
調
剤
員
の
多
田
新
次
郎
は
『
同
仁
会
四
十
年
史
』
で
は
派
遣
時
点
で
奏
任
官
待
遇
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
同
仁
会
名
の
辞
令
を
交
付
さ
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
か
が
間
違
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
30
鮎
川
哲
也
他
『
日
本
版
ホ
ー
ム
ズ
贋
作
展
覧
会
』
下
（
河
出
書
房
新
社
一
九
九
〇
年
四
月
四
日
）
一
二
二
頁
31
江
戸
川
乱
歩
『
貼
雑
年
譜
昭
和
四
一
五
』［
複
製
版
］（
東
京
創
元
社
平
成
一
三
年
三
月
一
六
日
）
三
七
〇
頁
。
な
お
、
新
保
博
久
「
解
説
ヒ
ー
ロ
ー
の
研
究
」
前
掲
鮎
川
哲
也
他
『
日
本
版
ホ
ー
ム
ズ
贋
作
展
覧
会
』
下
二
二
一
頁
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
江
戸
川
乱
歩
『
探
偵
小
説
四
十
年
』
桃
源
社
昭
和
三
六
年
七
月
五
日
二
七
〇
頁
に
も
当
初
予
定
の
配
役
の
ま
ま
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
32
「
○
中
支
派
遣
第
二
北
支
派
遣
第
三
診
療
救
護
班
結
成
」『
同
仁
』
一
二
巻
四
号
昭
和
一
三
年
四
月
二
〇
日
五
九
頁
33
「
編
輯
後
記
」『
同
仁
』
一
二
巻
四
号
昭
和
一
三
年
四
月
二
〇
日
34
「
同
仁
会
か
ら
診
療
隊
昨
日
結
団
式
」
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
一
三
年
四
月
二
三
日
一
一
頁
35
瀬
尾
三
「
第
二
診
療
班
（
上
海
南
市
）
業
務
報
告
（
昭
和
十
三
年
七
月
三
十
一
日
）
」
『
同
仁
』
一
二
巻
八
号
昭
和
一
三
年
八
月
二
〇
日
四
三
頁
36
火
野
葦
平
は
『
随
筆
珊
瑚
礁
』
（
東
峰
書
房
昭
和
一
七
年
五
月
一
五
日
）
に
収
め
ら
れ
た
劉
寒
吉
宛
書
簡
に
お
い
て
、
「
今
、
上
海
は
暑
さ
と
蚊
に
攻
め
ら
れ
な
が
ら
、
コ
レ
ラ
と
テ
ロ
に
お
び
や
か
さ
れ
て
ゐ
る
」
と
書
い
て
い
る
（
三
〇
〇
頁
）。
37
宮
川
米
次
は
「
北
支
中
支
に
於
け
る
同
仁
会
の
診
療
班
防
疫
班
の
活
動
に
就
て
」
『
同
仁
』
一
二
巻
一
二
号
昭
和
一
三
年
一
二
月
二
〇
日
八
九
頁
に
お
い
て
、
上
海
共
同
租
界
か
ら
は
二
万
人
を
越
す
コ
レ
ラ
患
者
が
出
て
い
る
の
に
日
本
軍
の
警
備
し
て
い
る
地
域
か
ら
は
一
名
の
死
亡
者
、
一
名
の
死
体
検
察
し
か
出
て
い
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
38
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
一
三
年
九
月
二
四
日
二
頁
。
同
様
の
説
明
は
別
の
機
会
に
も
な
さ
れ
て
い
る
。
「
中
支
方
面
に
於
け
る
宣
撫
診
療
防
疫
概
況
付
上
海
同
仁
会
活
動
状
況
」
『
揚
子
江
』
一
巻
三
号
昭
和
一
三
年
一
二
月
一
日
六
六
頁
に
は
、
同
仁
会
宣
撫
班
上
海
支
部
長
井
上
善
十
郎
が
「
九
江
で
異
型
菌
を
発
見
し
た
が
、
之
は
支
那
軍
の
撒
布
し
た
菌
で
あ
つ
た
」
と
発
言
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
39
岸
田
國
士
「
私
の
従
軍
報
告
（
三
）
中
支
に
張
ら
れ
た
欧
米
の
根
」
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
一
三
年
一
一
月
一
四
日
七
頁
40
久
米
正
雄
「
同
仁
病
院
訪
問
ス
ク
ラ
ツ
プ
（
一
）」『
同
仁
』
一
二
巻
九
号
昭
和
一
三
年
九
月
二
〇
日
七
頁
41
西
原
敏
男
「
支
那
管
見
記
」
『
同
仁
』
一
二
巻
一
〇
号
昭
和
一
三
年
一
〇
月
二
〇
日
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八
頁
42
宮
川
米
次
「
北
支
中
支
に
於
け
る
同
仁
会
の
診
療
班
防
疫
班
の
活
動
に
就
て
」
『
同
仁
』
一
二
巻
一
二
号
昭
和
一
三
年
一
二
月
二
〇
日
四
頁
43
丁
蕾
「
近
代
日
本
の
対
中
医
療
文
化
活
動
同
仁
会
研
究
」
一
四
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
四
五
巻
四
号
同
四
六
巻
四
号
一
九
九
九
年
一
二
月
二
〇
日
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
二
〇
日
44
同
前
四
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
二
〇
日
六
三
三
頁
45
前
掲
『
同
仁
会
診
療
防
疫
班
』
一
九
六
頁
46
同
前
一
九
七
一
九
八
頁
47
前
掲
「
中
支
方
面
に
於
け
る
宣
撫
診
療
防
疫
概
況
付
上
海
同
仁
会
活
動
状
況
」
六
五
頁
48
同
前
49
延
原
の
消
息
に
つ
い
て
の
記
事
は
な
い
も
の
の
、
『
文
藝
春
秋
』
に
は
同
仁
会
の
中
国
へ
の
診
療
防
疫
班
派
遣
に
関
わ
る
記
事
が
見
ら
れ
る
。
次
の
も
の
が
あ
る
。
前
掲
「
日
本
医
学
の
大
陸
進
出
座
談
会
」、（
元
南
京
診
療
班
長
）
岡
崎
祇
容
「
診
療
室
か
ら
覗
い
た
南
京
」
『
文
藝
春
秋
』
一
七
巻
二
号
昭
和
一
四
年
一
月
一
〇
日
一
五
六
一
五
九
頁
、（
元
石
家
荘
診
療
班
員
）
長
澤
豊
「
前
線
施
療
班
」
『
同
』
一
七
巻
四
号
昭
和
一
四
年
二
月
一
〇
日
一
四
四
一
五
九
頁
。
50
「
編
輯
だ
よ
り
」『
新
青
年
』
二
〇
巻
三
号
昭
和
一
四
年
二
月
五
日
五
四
四
頁
51
「
岸
田
利
女
の
あ
ゆ
み
」、
岸
田
利
女
『
碑
文
谷
彫
岸
田
利
女
作
品
集
』
光
村
印
刷
一
九
九
三
年
一
月
一
二
日
五
二
頁
。
た
だ
し
、
延
原
謙
が
そ
こ
で
は
延
原
譲
と
誤
記
さ
れ
て
い
る
。
52
岸
田
森
「
ニ
ッ
ポ
ン
個
性
派
時
代
」
、
小
幡
貴
一
小
幡
友
貴
『
不
死
蝶
岸
田
森
』
ワ
イ
ズ
出
版
二
〇
〇
〇
年
六
月
一
〇
日
三
九
頁
53
岸
田
蕃
「
僕
の
弟
森
」、
小
幡
貴
一
小
幡
友
貴
前
掲
書
八
五
頁
54
植
田
弘
隆
「
日
本
宇
宙
旅
行
協
会
会
報
『
宇
宙
旅
行
』
N
o
.
9
」
『
ホ
ー
ム
ズ
ド
イ
ル

古
本
片
々
録
b
y
ひ
ろ
坊
』
二
〇
〇
九
年
七
月
三
日
（
h
ttp
://
b
lo
g
.liv
ed
o
o
r.jp
/
b
si2211/
a
rch
iv
es/
51246630.h
tm
l）
二
〇
一
一
年
九
月
一
四
日
最
終
確
認
55
「
支
那
は
よ
い
と
こ
隠
れ
た
る
支
那
事
情
通
座
談
会
」『
新
青
年
』
二
〇
巻
四
号
昭
和
一
四
年
三
月
一
日
一
九
六
二
一
一
頁
56
「
展
望
台
中
支
に
定
住
の
延
原
謙
」『
読
売
新
聞
』
昭
和
一
四
年
七
月
六
日
二
頁
＊
文
献
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
旧
字
は
概
ね
新
字
に
直
し
、
横
組
み
の
，
．
は
、
。
に
改
め
た
。
＊
＊
拙
著
延
原
評
伝
出
版
後
多
く
の
方
か
ら
ご
意
見
や
資
料
の
ご
提
供
を
得
た
。
中
で
も
武
井
崇
氏
か
ら
は
延
原
謙
の
本
籍
地
と
岸
田
虎
二
に
関
し
て
貴
重
な
資
料
を
い
た
だ
き
、
黒
田
明
氏
、
植
田
弘
隆
氏
か
ら
も
様
々
な
資
料
や
ご
教
示
を
得
た
。
記
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
（
な
か
に
し
ゆ
た
か
文
化
創
造
学
科
）
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